
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９
年度まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

92,351,703 34,414,351 34,851,971 21,350,809 16,126,697 199,095,531

交付金額 85,442,000 24,635,000 15,000,000 15,000,000 15,000,000 155,077,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　霧島演習場関連公共用施設（交通施設：西長江浦演習場線）整備事業

　えびの市長

　えびの市大字西長江浦

　市道西長江浦演習場線は西長江浦と東長江浦の地元集落間を連絡する
生活道路であるが、幅員が狭隘で車両の離合が困難なため、地元より拡
幅改良工事の強い要望が出されていた。
　当市においても早急な整備を実施する必要があると判断したため、地
域住民の生活基盤である本路線の拡幅改良工事を行い、地域住民の交通
の安全性及び利便性の向上を図ることを目標とする。

無

　道路改良拡幅工事　Ｌ＝８８０ｍ

　平成２５年度～令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　本事業の実施により西長江浦演習場線の道路幅員の確保が図られた。
令和３年度末の全線供用開始後に沿線の住民へ聞き取りのアンケート調
査を実施したところ、「道路が広くなり見通しが良くなった」等の良い
評価を得られ、事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
で実施することについて、工事のお知らせ文書の配布や工事看板への記
載により周知を行った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円

13,755,426 13,755,426

交付金額 12,547,000 12,547,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

無

　プール内部のシート張り替えやプールサイドへの遮熱防滑シート張
りを行うことで、生徒たちが安全・快適に利用できる施設を整備する
ことができた。プール使用期間終了後、生徒たちへアンケート調査を
実施したところ「プールの改修で安全度が上がった」、「きれいに
なったのでプールの授業が楽しみになった」、「コンクリートではな
いので、怪我をする心配がなくなった」等の意見が得られ事業の目標
に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、工事期間中、「特定防衛施設周辺整
備調整交付金事業（防衛省）」である旨を記載した工事看板を設置す
るとともに、学校ホームページにおいて、特定防衛施設周辺整備調整
交付金の活用により学校プールを改修した旨の周知を行った。

えびの市長

えびの市大字向江850番地

　真幸中学校のプールは、昭和53年（築43年）に整備され、今日まで
教育課程において利用されてきている。しかし、老朽化によるコンク
リート仕上げ面の剥離により生徒たちが怪我をしたり、近年の温暖化
に伴い、コンクリート面の熱で火傷の症状が見受けられたりしてい
る。
　今後も生徒たちが安全・快適に利用できる施設として、環境を整え
るものである。

プール改修工事　一式

令和３年度

事　　　業　　　評　　　価　　　書

霧島演習場関連公共用施設（教育文化施設：市立真幸中学校プール）
整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費


